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 [ Practical Report]
The Report about the Indirect Support We Gave the Nursery Teacher in 
         Charge of the Children Who Need Extra Cares 
— We gave the indirect support o the nursery teacher in charge of the children who need extra cares —
Hiroyuki Tanba*, Mitsuru Ohnishi* and  Sachiko  Bito*
* Aino University
, Faculty of Nursing and d Rehabilitation, , Department of Occupational Therapy
Abstract
   We guided him about the way to understand their actions.  Before then the nursery teacher grasped their 
actions superficially and guided them to act as he wanted. As a result the troublesome actions went on increasing. 
But after w presented the idea of writing down their actions and the viewpoint of analyzing them, the nursery 
teacher began to change his viewpoint and way to understand their actions. For letting the children grow up, it is 
important to bring out his latent abilities. The reason why the nursery teacher has changed his attitude to his 
children seems that the process of thinking of the nursery teacher began to make progress.
Key Words : a child that needs extra care, nursery teacher, , indirect support, process of thinking
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〔実践報告〕
「気 になる子 ども」 を捉 える思考 プロセス の形成
保育士に行った間接的支援の実践報告
丹 葉 寛 之*,大 西 満*,尾 藤 祥 子*
【要 旨】 「気 になる子ども」を担当する保育士に対 して,子 どもの行動の捉え方や関わり方に
ついて,助 言や指導を行 う間接的支援を実施 した。支援開始当初,保 育士は子 どもの気になる行
動に対 し直接的に指導 し,保育士が望む行動を促す関わ り方が多 く見 られ,子 どもの気になる行
動が助長されていた。 しかし,記録方法の工夫や気になる行動に対する分析の視点を提示してい
くことで,保 育士は子 ども側の視点から気になる行動を捉え,関 わり方にも変化が見られた。子
どもが発達するためには子どもの持っている能力を上手 く引き出していくことが重要である。今
回,間 接的支援 を通 して保育士の関わ り方に変化が見 られた要因として,「気になる子ども」の
行動 を捉える際の保育士の思考プロセスの形成が芽生えたことによるものと考えられた。
キーワー ド:気になる子ども,保育士,間 接的支援,思 考プロセス
Ⅰ.は じ め に
数年前までは思春期の問題 として注 目されていた,

































明であったりする子 どもを 「気になる子 ども」 として
いる。池田7)らは保育士対象に 「気になる子 ども」の
特徴について質問した結果,「話 を聞けない」「多動で
落ち着 きがない」「キ レやすい」「未熟 な生活習慣」
「集団活動が苦手」「感情が不安定」等をその特徴 とし
てあげ,そ れらは発達障害の子 どもの特徴 と類似 して
いると結論づけている。
以上より,筆者は 「気になる子 ども」の定義 として
「明らかな診断はついていないが,大 人側から見て活
動中に人の話が聞けず,注 意が持続 しない。人やもの




今回,保 育士に対 して子 どもの行動特性の捉 え方,
支援方法についてカンファレンスや記録方法の工夫な
どを通 して,保育士の子 どもの捉え方,関 わり方につ





筆者が定義 した 「気になる子 ども」5歳(年 中児A
くん)を担当する保育士2名,保 育全体 を管理してい
る園長,主 任保育士,健 康状態 ・医療的情報を有して
いる看護師を含め計5名 を支援対象 とした。
Ⅲ.支 援 内 容
平成21年10月より,月1回 の頻度で10回実施 し
た。実施内容 として,① 全職員 を対象 とした 「発達
障害 に関す る研修会」を行 い知識の共有。② カ ン
ファレンス形式(書 面報告及びビデオ)に て1ケ ース
(年中児Aく ん)を 通 して子 どもの行動特性の分析,
解釈,支 援についての検討,助 言を行った後,保 育場

















変更 した記録内容は表1に 示す 〈保育実践/経過記
録〉用紙である。子どもに関する一般情報,保 育士が
気になる子どもの困った具体的な行動,そ れに対する
保育士の関わ り,保育士が相談 したいことを記録 した。
その上で子どもの行動の分析,関 わ り方を振 り返るた
表1 支援開始当初の 〈保育実践/経過記録〉の記載例
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力(発 達的側面,感 覚運動的側面),活動(活 動の中
に含 まれる要素),環境(使 用す る道具や椅子など物
理的環境,保 育士の指示や,周 りの友達 など人的環

















友達 を叩いた りした』。保育室にて 『朝か ら機嫌が悪
い。 ドアを蹴ったり友達を押 したりする。あちらこち
らに登るので,登 らないよと言っても笑って何度 も繰
り返す様子が見 られた。給食,お やつ も落ち着かず歩
いて食べている』などであった。また表1に 示 してい
る記載内容から 『マット運動で後転の練習をしている


















せて一歩一歩,歩 くのが嫌で友達 を叩いたり押 したり
する。友達に"や めて"と言われると"いやや"と言
い,違 う友達のところに行 く。保育士が叩いたり押 し





















て様子を見ると,落ち着 きが少 しずつ見 られ保育士の
ところにきた。"泣きやんでかしこかった"と 言うと
保育士の服を握 って きた』。集団で一斉に説明する場
面において,『絵本の読み聞かせは しっか り聞 くが,
説明や話 しが始まるとあまり聞かず歩 き回ることもあ
り,また,座 って聞いていても友達の頭にタッチした








を意識 しながらAく んの行動 を捉えている様子が伺
える。このように保育士は子 どもの気になる行動の前
後関係 を理解 しようとして捉えるようにな り,保育士
主体の考え方から,子 どもが起 こしている行動がなぜ




1)間接的支援 と保育士の子 どもの捉 え方,関 わり
方の変化
今回,保 育士に対 してカンファレンス形式にて1事




人に指示 されることな く一日の生活の流れの見通 しを




を実践する中で,Aく んも皆 と同 じように集団で求
められる力を獲得 してきたと考えていた。 しかし,A
くんに皆 と同じような実践 を促 しても集団から外れて
しまう現状に対 して,保 育士はAく ん自身の問題 と
して捉え,出 来ていないと判断していた。そのため保
育士は当た り前のように皆ができている集団行動をと







に苦慮 している現状 を報告 している。また,郷 間10)





として感 じていたが,保 育士が子どもの状態を理解 し
て適切に対応することの難 しさがあったと考えられる。





















の視点 として,子 どもの能力(発 達的側面,感 覚運動
的側面など),活動(活 動の中に含 まれる要素など),
環境(使 用する道具や椅子など物理的環境,先 生の指
示や,周 りの友達など人的環境など)か ら分析 を行 う
ように助言 した。実践を通 して保育士に子 どもの気に
なる行動の意味を分析する視点が形成 され,表3で 示











できている集団行動 をとらないため 「注意する ・叱
る」場面が増えて くることに困り果てていた。しかし,
支援を通して保育士の思考プロセスが形成されたこと
で子 どもの捉え方,関 わ り方に変化が見 られ,次 のよ
うなエピソー ドが得られた。鍵盤ハーモニカの設定場





Aく んは1曲 を着席 したまま間違わずに演奏するこ
とが出来,嬉 しそ うにして もう1回 演奏 した。Aく
んが活動を遂行できるようになるために,保 育士自身
が行動を分析,具 体的対策を考えたことにより活動が






でで きるんだ」 とAく んの姿に気づかされ,子 ども
の捉え方,関 わ り方に変化が見られた。また,体 育指
導の時に集団から外れて しまうAく んに対 して,以
前は漠然と 「この子は何であんなに皆から外れた所に
行ってしまうんだろう?」 と思っていたけれども,今













行動を規制することが多 く見 られた。そのため,子 ど
もは承認要求,自 己肯定感が満たされず,保 育士は自
身が求めている行動を示さない子 どもの姿から,自身
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